
           

平
岸
近
郊
の
縄
文
遺
跡
と
し
て
、
天
神
山
遺
跡
（
Ｔ
７
１
遺
跡
）
、
東

山
遺
跡
（
Ｔ
７
６
遺
跡
）
、
平
岸
坊
主
山
遺
跡
（
Ｔ
３
１
０
遺
跡
）
の
３
つ
の

遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
順
に
概
要
を
説
明
し
ま
す
。 

～
天
神
山
遺
跡
（
Ｔ
７
１
遺
跡
）～ 

平
岸
１
条
１
９
丁
目
天
神
山
の
西
側
斜
面
に
位
置
し
ま
す
（
図
１
・

写
真
１
）
。
遺
跡
の
す
ぐ
西
側
に
は
精
進
川
が
流
れ
て
お
り
、
１
５
０
㍍

ほ
ど
下
流
は
精
進
の
滝
に
な
っ
て
い
ま
す
。
札
幌
市
内
の
遺
跡
の
中
で
も

古
く
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
１
０
年
に
学
会
誌
「
北

海
道
倶
楽
部
」
に
て
遺
物
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
４
０
年
代
に
百

景
園
が
建
設
さ
れ
た
際
、
北
海
道
大
学
の
菊
池
俊
彦
氏
に
よ
る
調
査
が

行
わ
れ
、
そ
の
際
見
つ
か
っ
た
土
器
は
「
平
岸
天
神
山
式
土
器
」
と
命
名
さ

れ
、
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
研
究
の
大
切
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
平
成
５
年
に
天
神
山
児
童
会
館
の
建
設
に
伴
っ
て
、
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
竪
穴
住
居
跡
１
１
軒
、
土
壙
１
７
２
基
、
縄
文
時
代
早
期
・

中
期
・
後
期
・
晩
期
・
擦
文
時
代
の
土
器
、
石
器
が
見
つ
か
って
い
ま
す
。 

～
東
山
遺
跡
（Ｔ
７
６
遺
跡
）
～ 

平
岸
４
条
１
１
丁
目
１
１
番
地
奥
内
さ
ん
宅
に
位
置
し
ま
す
（
図
１
）
。
先
代
当
主
の
故
・
奥
内
雄
幸
さ
ん

が
敷
地
内
の
庭
や
畑
か
ら
個
人
で
遺
物
を
収
集
さ
れ
ま
し
た
。
平
岸
郷
土
資
料
館
（
平
岸
３
条
９
丁
目
）
に

遺
物
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
４
７
年
自
宅
を
建
て
替
え
た
際
、
竪
穴
住
居
跡
が
２
軒
見
つ
か
り
ま
し

た
。
縄
文
時
代
早
期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩
期
・
続
縄
文
時
代
・
擦
文
時
代
の
土
器
、
石
器
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。 

～
平
岸
坊
主
山
遺
跡
（Ｔ
３
１
０
遺
跡
）～ 

平
岸
５
条
１
０
丁
目
か
ら
５
条
１
１
丁
目
の
ぼ
う
ず
山
公
園
の
北
東
側
斜
面
に
位
置
し
ま
す
（
図
１
、
写

真
２
）
。
こ
の
遺
跡
も
昭
和
初
期
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
久
し
く
発
掘
調
査
を
実
施
さ
れ
な
い
ま
ま
に

な
って
い
ま
し
た
。
昭
和
３
９
年
に
こ
の
遺
跡
の
一
角
が
宅
地
造
成
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、
こ
れ
を

察
知
し
た
奥
内
雄
幸
さ
ん
が
札
幌
市
教
育
委
員
会
に
通
報
さ
れ
、
発
掘
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
札
幌

で
初
め
て
の
記
録
保
存
を
目
的
と
し
た
本
格
的
な
発
掘
で
、
北
海
道
大
学
の
大
場
利
夫
博
士
が
担
当
さ
れ
、

札
幌
南
高
校
の
郷
土
研
究
部
員
も
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
３
）
。
そ
の
後
、
昭
和
４
８
年
に
区
画
整
理

第
１
１
回
．
縄
文
時
代
の
平
岸
～
① 

 

図１．平岸の縄文遺跡の位置 

～
縄
文
・古
代
史
編
～ 
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事
業
に
よ
り
遺
跡
上
に
市
道
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
札
幌
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
縄
文
時
代
中
期
の
竪
穴
住
居
跡
２
軒
、
土
壙
４
基
、
縄
文
時
代
早
期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩
期
・
続

縄
文
時
代
・
擦
文
時
代
の
土
器
、
石
器
が
見
つ
か
って
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
縄
文
時
代
早
期
か
ら
擦
文
時
代

ま
で
の
時
代
の
遺
物
が
連
続
的
に
出
土
す
る
例
は
札
幌
市
内
に
他
に
な
く
、
な
か
で
も
発
見
例
が
少
な
い
縄

文
時
代
前
期
の
土
器
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
号
で
は
各
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺

物
か
ら
何
が
わ
か
る
か
？
縄
文
人
は
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
か
？
そ
の
謎
に
迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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～
奥
内
雄
幸
さ
ん
の
こ
と
～ 

 

本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
平
岸
の
縄
文
遺
跡
の
保
存
は
奥
内
雄
幸
さ
ん
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
今
で
こ
そ
、
昔
の
遺
跡
を
保
存

し
よ
う
と
い
う
運
動
は
珍
し
く
な
い
が
、
昭
和
中
期
そ
う
い
う
概
念
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
った
。
実
際
、
こ
の
地
域
で
は
当
時
畑

の
中
か
ら
土
器
が
見
つ
か
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
農
作
業
の
邪
魔
者
と
し
て
「か
け
」
と
呼
ば
れ
嫌
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
った
。

そ
ん
な
中
奥
内
さ
ん
は
、
一
人
黙
々
と
土
器
を
拾
い
集
め
、
遺
跡
の
保
存
に
奔
走
さ
れ
た
。
遺
跡
は
一
度
壊
さ
れ
れ
ば
二
度
と
復

元
で
き
な
い
。
だ
が
、
そ
の
記
録
を
見
る
こ
と
で
後
世
の
人
間
は
（
今
の
私
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
）
昔
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
私
も
奥
内
さ
ん
の
よ
う
に
平
岸
に
何
ご
と
か
を
残
せ
れ
ば
と
思
う
。 
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